
修学旅行から見えてきたもの
１２月１日（水）～３日（金）までの２泊３日、２年生が修学旅行（長崎方面）に行

ってきました。新型コロナウイルス感染症の影響が心配されまし

たが、ちょうど落ち着いている時期に行くことができたことは幸

いでした。３年生も入試後に予定されていますので、このまま落

ち着いてくれることを祈っているところです。

さて、修学旅行は天気にも恵まれ、事故や病気もなく素晴らしい

成果を収めることができました。生徒にとっても生涯記憶に残る修学旅行だったと思います。その中で

気付いたことをまとめてみました。

○ 修学旅行は集団行動ですので、時間を守ることが一番大切なことといっても過言ではありませ

ん。３日間を通して、全員が時間を意識しながら行動することができました。本当にすばらしい

ことだと感じました。

○ 『ル一ルとマナーをしっかり守る』ことについては、学級で事前に指導してありました。特に

今回は新型コロナウイルス感染症への対応がありますので、ルールを

守って行動することは大切です。注意を受ける場面もほとんどなく、

規範を遵守する意識が行動によく表れていました。

● 注意を受ける場面はほとんどありませんでしたが、あいさつについて

学校でのあいさつと比べて少し元気がないということで先生方から話が

ありました。学校でも外でも同じようにあいさつができるといいですね。

修学旅行などの校外活動を含む学校行事は、日頃の学校での学びを確認する場です。修学旅行はさし

ずめ定期テストといったところでしょうか。今回のテストは多くの学びがあったことだろうと思います。

残りの中学校生活で、さらに自立（自律・貢献・感謝）に向けてしっかりと成長してもらいたいと思い

ます。

議会傍聴 11.30（火）
１年生キャリア教育の一環として、

議会傍聴がありました。

議会を傍聴することで小林市民の一

員であることを自覚し、将来社会に貢

献しようとする態度を育てることがね

らいです。ＴＶニュースでも取り上げ

られました。

侮れない、毎日の食卓の力のすごさ
宮崎中央新聞 2016.12.12 水谷謹人

娘が通っていた大学の研究室で、朝一人の男子学生が死んでいたという珍事件があった。外傷はなか

った。検視が行われた。死因を聞いて友人たちは皆驚いた。「栄養失調」だったのだ。決して生活に窮
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して食うに困っていたわけではない。なぜなら彼は１００㎏を超える巨漢だっ

たからだ。国立大学に入学したくらいだからそれなりに学力は高かったはず。

だが親元を離れて生活自立をするまでに正しい食生活の習慣が身に付いていな

かったのだろう。

九州大学農学部の佐藤剛史先生は、毎年１年生を対象に食生活に関する調査

を行っている。「１日３食を、どこで、誰と、何を食べたか」を記入してもら

うのだ。

Ａさんはその日、昼食を抜き、夕食はコンビニ弁当。翌日の朝食も抜いてい

た。

Ｂさんの昼食はおにぎりとチョコレート菓子。夕食はカルボナーラとコーンスープ。翌日の朝は抜い

ていた。

Ｃさんの昼食はサラダ。夜はアイスのみ。翌日の朝は抜いていた。

Ｄさんは昼、イタリアンバイキングでしっかり食べ、夜はもみじ饅頭とミルクティとスナック菓子。

翌朝ももみじ饅頭とスナック菓子、そしてインスタントスープという具合だ。

剛史さんは言う。「自炊して、自分で作ったお弁当を大学に持ってきて食べる人はほとんどいません。

みんな外食か、お弁当やお惣菜を買ってきて食べます。この傾向は国立も私立も都市部も田舎も関係あ

りません。大学生はみんなこのような食生活をしています」

食べ方はどうだろう。朝は食べない。深夜１２時前後に食べる。お腹が空いたら食ベるし、好きなも

のだけ食べる。パソコンやスマホの画面を見ながらダラダラ食べる。そんな食べ方をしていても注意す

る人はいない。１８歳までの親の躾も、小・中学校で熱心に行われた食事指導の甲斐もなく、一人暮ら

しになった途端、食生活は見事に崩れる。

理由は「例外なく大学の周りにはコンビニ、ファミレス、ファストフード店、弁当屋が必ずあるから」

と剛史さん。

彼に第一子が誕生したのは２００７年のことだった。里帰り出産をした奥さんが３ヶ月ぶりに帰って

きた。その日の朝８時過ぎ、剛史さんのお母さんがお祝いに駆け付けた。午前中は部屋の掃除をしてく

れた。

お昼になった。剛史さんが「どこかに食べに行こう」と言うと、お母さんは「作ってきた」と言って、

バッグから大きなタッパーを２つ取り出した。ちらし寿司が作ってあった。錦糸卵が背景になって、鮭

のそぼろと海苔でハート形の笑顔の絵、インゲン豆で「おめでとう」「おかえり」の言葉。

お母さんは朝５時過ぎの高速バスに乗ってきた。一体何時に起きてこれを作ったのだろう、と剛史さ

んは思った。歓声を上ける奥さんの横で、彼は大粒の涙をこぼした。そして思った。

「自分はこの母にこうして育てられたんだ。自分の子どももこうやって育てよう。愛情いっぱいの食

卓をつくろう」

今月１９日発行予定の『地頭のいい子を育てる食卓の力』(現代書林)は、長年学生たちの食生活を見

て胸を痛めてきた剛史さんが子育て中の親に贈るメッセージ本だ。

「地頭」とは、学校教育など外から得た知識や教養ではなく、自立するまでに家庭内の習慣で培われ

る、本来持っている「賢さ」と言ってもいいだろう。

この本を読んで２００１年にノーベル化学賞を受賞した野依良治さんの言葉を思い出した。記者会見

で「学力が低下しているといわれていますが、どういう対策をとればいいと思われますか？」という質

問を受けて、野依さんはこう答えていた。

「遠冋りのように思えるかもしれませんが、家族揃ってゆっくり食事をとることです。食卓を囲んで、

家族全員が今日のことを楽しく語らいながら、感謝の気持ちで食事をおいしくいただくことです」と。

野依さんは「地頭の良さ」のことを話したのだろう。親元を離れるまでの毎日の食卓の力を、侮って

はいけない。


